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オープンエンジニアリング

多くの先進国が人口減少のフェーズに移行する一方、世界が情報によってつながる21世紀の社会は、これまで人類が経験してきたものとは大きく異
なります。そこで、いまだ顕在化しておらず、その発生が社会に大きなインパクトを与えることが予想される課題を「未然課題」と定義し、この
「未然課題」の予測と解決策の事前提示を本センターの目的とします。
本センターでは、科学技術コミュニケーションの手法を用いて社会や市民とのこれまでにない接点を生み出し、工学を開くことで、「未然課題」を
発見し、工学研究のさらなる進展を促します。さらには、社会の未来と直結する科学技術のイノベーションに対して、多様かつ本来のステークホル
ダーの参加を実現し、その過程を通して技術の（特定の人だけが利益を享受するのではないという意味での）民主化に積極的に貢献します。

フリンジリサーチ

社会課題が顕在化しやすいフリンジ地域の調査を通じて未然課題を
抽出します。
 ① 先行地：社会変化が他に先んじて現出している場所
 ② 界面：異なる気候帯やプレート、共同体などがぶつかる場所
 ③ 極地：最も○○な地域、異常気象の発生地など、極端な環境

マイノリティリサーチ

① 特定の属性をもつ集団（特定の課題にセンシティブな集団）の調査を通じて、
社会全体や他集団では顕在化していない未然課題を抽出します。

 ② 解決に向けたアプローチについての当事者による議論のプロセスのなかから、
真に市民が望む課題解決の方向性やイノベーションの芽をを見つけだすことで
誰も取り残さない工学を実現します。

オープンエンジニアリングの方法論研究

創造性の模索を通して専門家内外の協働形態を類型化し、工学独自のコラボレーションや新しい知を生み出すための方法論を体系化します。

研究所内で行われていた研究を実際のフィールドにおいて実装し
フィードバックを得ます。そのフィードバックを通して、新たな課
題としての未然課題を抽出し、研究を展開します。

実証実験と実装

① 市民が技術の是非を判断する視点を抽出します。
 ② 市民の議論を通して技術が導入される際に生じうる未然課題を

ELSI (Ethical, Legal, Social issue) の視点より抽出します。
 ③ 実装時に予期される社会の反応を研究段階から把握することで、

社会受容性の高い技術開発を支援します。

社会受容性の向上

スペキュラティブデザインを応用した全国の
高校生を対象としたオンラインWSの開催

生産技術研究所の地域連携活動で使用した
ツールを活用した未然課題抽出WSの開催

「未然課題」を共通テーマとした所内研究者
への連続インタビューの実施

ムーンショット型研究開発事業「社会的意思
決定を支援する気象」主催WSへの協力

① 生産技術研究所内組織との協働
 ② 外部研究機関との協働

コミュニケーションチャンネルの形成
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